















学位授与年月日 平成 9 年 3 月 18 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当














OBP 駅建設に 3 連型 MF シールド工法を導入する背景を述べている。
第 3 章では， 3 連型 MF シールド工法の実用化にあたっての技術的課題として，構造設計上の課題と施工上の課題
について整理し，その解決策を明らかにしている。
















地下空間利用が着実に進行し，その複雑化，深層化などとともに，シールド工法は多様化しており， 3 連型 MF シ
ールド工法もその一端として注目を集めている。
本論文は，世界に先がけて 3 連型 MF シールド工法を実用化するにあたり，設計・施工上の種々の技術的課題を検
討し，それらの解決策を各種試験や実施工を通して検証し，今後の多連型シールドトンネル建設における設計・施工
上のガイドラインを提供したもので，その成果を要約すると次のとおりである。










(4) 幅17m の 3 連型 MF シールドが幹線下水道 (φ7.1 m) を離隔O.9m で下越しする超近接施工における防護対策と
して，近傍の立杭からの水平薬液注入工法を主体とする方法を有限要素法による予測解析に基づいて提案し，幹線
下水管の沈下を10mm 程度におさめることに成功し，対策法，解析手法および施工法の妥当性を確認している。





平成 8 年12月 27 日，全審査委員出席のもとに，学位申請者に対して論文の内容およびこれに関連する事項について試
問を行い，合格と判定した。
学位授与の可否
以上の論文審査，試験ならびに学力確認の結果，学位申請者葛野恒夫は博士(工学)の学位を授与される資格があ
るものと認める。
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